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20万分の１地質図幅「松山」地域の地質
Geology of the area of 1:200,000 quadrangle geological map of the Matsuyama district
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本地域ほぼ中央部を中央構造線が通り，中央構造線以北が西南日本内帯，以南が西南日本外帯となる．本地域の外帯
は，四万十帯，秩父帯及び三波川帯，内帯は領家帯からなる．四万十帯と秩父帯の境界は仏像構造線，三波川帯と領家
帯の境界は中央構造線である．
　本地域の先白亜紀深成岩・変成岩類及び古生代堆積岩類は，超苦鉄質岩類，後期オルドビス紀?前期シルル紀深成変

成コンプレックス，前期ペルム紀高圧型変成コンプレックス，後期三畳紀-前期ジュラ紀高圧型変成コンプレックス，シ
ルル-デボン紀堆積岩類及びペルム紀付加コンプレックスからなる．これらの地層・岩体は北部秩父帯に分布する．
　ジュラ紀以降の付加コンプレックスは，北部秩父帯ジュラ紀付加コンプレックス，南部秩父帯ジュラ紀付加コンプ

レックス，四万十帯白亜紀付加コンプレックスからなる．北部秩父帯ジュラ紀付加コンプレックスは，先白亜紀深成岩
類・変成岩類及び古生代堆積岩類の見かけ下位に分布する．
　北部秩父帯ジュラ紀付加コンプレックスの北側には大洲?川辺川断層及び平川スラストを介して，白亜紀高圧型変成

コンプレックスである三波川変成コンプレックスが衝上している．また，大洲南方では，低角断層を介して南部秩父帯付
加コンプレックスの見かけ下位に三波川変成コンプレックスが出現する．大洲-三瓶断層以西では，前期白亜紀高温型変
成コンプレックスの見かけ下位に三波川変成コンプレックスが位置する．三波川変成コンプレックスの南側には，後期
オルドビス紀-前期シルル紀変成深成コンプレックス及びシルル-デボン系などの古期岩類が高角断層で接して分布する．
中央構造線以北では，白亜紀の深成変成コンプレックスである領家深成変成コンプレックスが広く分布する．
　三畳紀-ジュラ紀浅海堆積物は，　北部秩父帯南縁部及び南部秩父帯に小規模に分布する．白亜紀浅海堆積物は，中

央構造線以北に分布する和泉層群，中央構造線以南では，外和泉層群，物部川層群，及び南海層群からなる．本地域東
部には，中新世の陸成層を主とする久万層群，さらにこれを不整合に覆って，火砕流堆積物及び溶岩からなる石鎚層群
が分布する．瀬戸内海島嶼部から高縄半島及び中央構造線近傍にかけて，中新世噴出岩類及び貫入岩類が分布する．第
四紀堆積物は松山平野とその周辺低地，肱川流域及び柳井市周辺の低地に分布する．松山平野をほぼ東西に横断する中
央構造線活断層系が存在し，伊予灘へ抜けている．伊予灘には中央構造線活断層系から連続する海域活断層が発達する．
　本地域には三波川変成コンプレックス中に含銅硫化鉄鉱床が，南部秩父帯ジュラ紀付加コンプレックス中にマンガ

ン鉱床が多く存在する．
　本地域の重力異常は，大局的には，東北東・西南西方向に延びる中央構造線を境にしてブーゲー異常が急変してお

り，急変帯の北西側は伊予灘を中心として強い負異常域（最小で約‒ 50mgal）が広がっている．中央構造線に沿った八
幡浜・内子・久万高原周辺には，東北東・西南西方向に伸長した局地的な高異常が存在している．これらの高異常域は，
三波川変成コンプレックスの苦鉄質変成岩類の分布と対応している．
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